






スコットランドと日本－灯台がつなぐ絆

図６：スコットランドにおける灯台の分布状況４）

灯台の保全と活用

　スコットランドの多くの灯台はその長い歴史

を持ちながらも , 現代の技術的な支援もあり , 現

役で稼働し , 海上の安全確保について重要な役割

を担っている . 同時に , その歴史的価値と美しい

景観から , 文化遺産 , 地域資源としても高く評価

される . 無人化に伴い , 灯台自体が既にその本来

の役割を終えたものや光源の置き換えに伴い , レ

ンズや設備が取り外され , 移設されたものもある

が , その多くは地域資源として保全され , 活用さ

れている . 

　NLB が管理するいくつかの灯台は , 灯台守の

住居が改装され , 宿泊施設として一般に開放され

ており , 訪問者は歴史的な灯台の雰囲気を味わう

ことができるようになっている . これら灯台の立

地条件に鑑みれば , およそ僻地と呼ぶべき隔絶さ

れた地域にもかかわらず , 多くの訪問者が訪れて

おり , 地域振興にも多大な貢献をしている . とく

に , 前述のマル・オブ・ギャロウェイ（Mull of 

Galloway）灯台における取組事例は , 地域住民

が主体となったトラストを設立し , 灯台の航路標

識としての機能を除いた部分やかつての灯台守の

宿舎 , 霧笛設備に関する建屋 , 周辺の土地の権利

を含めて買い取り , 宿泊施設や灯台に関する展示

施設及びビジターセンターの運営を行っている点

が特筆すべき点である . 中でも地域住民が主体と

なって , 灯室への登頂ガイド , 霧笛の動態保存を

含む対応 , 訪問者の受け入れにあたっての飲食も

含む購買施設の運営 , 周辺の美しい自然環境の保

全も盛んに行われており , 地域のランドマークと

しての灯台の価値が発揮されており , その力を再

認識させられた . また , この地域を担当する現代

の灯台守（NLB より任命され , 地域内の複数の

灯台の維持管理 , 簡易な修理等の処置を担当して

いる）は , もともと生命科学の研究者であり , そ

のキャリアをリタイアしたのちに , 縁のある地域

のためにと公募に応じた方であった . 彼が力強く

語った , 「現代の灯台守としての最も大切な仕事

は地域コミュニティとの協働である」という言葉

に感銘を受けた . 

　さらに , スコットランド北東部 , フレーザーバ

ラ（幕末に活躍したトマス・グラバーの生まれ

故郷でもある）に所在する「スコットランド灯

台博物館（Museum of Scottish Lighthouses）」

は , スコットランドの灯台の歴史 , 技術 , そして

灯台守の生活等を伝える貴重な施設である . ここ

では , フレネルレンズなどの貴重な展示品を通じ

て , 灯台の進化の歴史を学ぶことができるほか , 

前述のキンネアード・ヘッド（Kinnaird Head）

灯台が隣接しており , もともとお城だったところ

に塔部を増築した最初期の灯台の中を訪問し , 現

役時代そのままに残された室内から灯台守の生活

に思いを馳せることができるようになっている . 

とくに , 灯室内には特殊車輪式の回転台が動態保

存されており , 実際に塔内に垂らした分銅を巻き

上げて , 機械仕掛けの回転台が稼働する様子を見

学することができるようになっている . 

　同博物館は , 最近の台風被害からの復旧作業を

現在進めており , 復旧後の展示計画には , 日本と

の灯台交流に関する新たな展示の可能性も検討さ

れている . 

　同博物館の概要とその具体的な取組状況 , とく

に再建されるレンズ展示施設の新たな展示計画
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については , 後述の同博物館リンダ・マクギガン

（Dr Lynda McGuigan）館長からの寄稿（p.56

～ 59）で紹介する . 

スコットランドと日本との
灯台に関するつながり

　18 世紀後半から 19 世紀にかけて , グラスゴー

周辺は産業革命の中心地の一つとなり , 造船 , 石

炭 , 鉄鋼業などが発展し , その技術力は世界を

リードしていた . 特に工学分野では , 日本からも

「長州五傑」の一人として渡英した山尾庸三や , 

世界遺産フォース鉄橋の建設に携わった渡邊嘉一

もグラスゴーで学んだ（もちろん , NHK の朝の

連続テレビ小説「マッサン」のモデルである竹鶴

政孝も学んでいた）. さらに日本の工学教育の礎

を築いた工部大学校（東京大学工学部の前身）初

代都検のヘンリー・ダイアーもグラスゴーから日

本へと招かれた一人である . 

　灯台に関して言えば , スコットランドで灯台建

設を中心として担った NLB とスティーブンソン

一族をはじめとする技術者たちが , 厳しい自然環

境における建造技術や運用技術を発展させ , その

成果は世界中の灯台建設に影響を与えており , そ

の技術と文化は , 遠く離れた日本にも大きな影響

を与えた . 

　スコットランドと日本の間に , 灯台を通じたつ

ながりが初めてもたらされたのは , 明治維新とい

う日本の近代化の激動期であった . 日本の開国に

あたり , 日本各地を開港するに伴い , 日本近海で

の海上の安全確保のための灯台網の整備は , 国家

にとっても喫緊の課題であった . この一大事業を

推進する上で , 日本は当時 , 世界最先端の灯台技

術を誇っていたスコットランドに協力を仰ぐこと

になる . 

　19 世紀半ばに欧米列強との条約締結によって

開国した日本は , 国際社会の一員として発展して

いくために , 近代的なインフラ整備を急務として

いた . その中でも , 外国船の往来が増加する中で , 

航路の安全確保のためにも航路標識の設置は , 条

約交渉においても重要な議題となっていたようで

ある . 

　しかしながら , 当時の日本には , 近代的な灯台

を設計・建設する技術や経験はほとんどなく , 明

治政府は , 欧米の先進技術と専門知識を導入する

ため , 「お雇い外国人」と呼ばれる技術者や専門

家を積極的に招聘していた . 

　この灯台建設の技師長として日本に招聘され

たのが , スコットランドの土木技師 , リチャー

ド・ ヘ ン リ ー・ ブ ラ ン ト ン（Richard Henry 

Brunton,  1841-1901）であり , このほか , 技

師としてコリン・アレクサンダー・マクヴェイ

ン（Colin Alexander McVean, 1838-1912）と

アーサー・ウィザーストン・ブランデル（Arthur 

Witherston Blundell, 生没年不明）もこのとき

スコットランドから日本に渡っている ５）.

　ブラントンは , スコットランドのアバディーン

近郊の出身であり , もともと土木技師として働い

ていたが , 灯台建設の経験はなく , 渡日にあたっ

てスコットランドの灯台建設をリードしていた

スティーブンソン事務所（David and Thomas 

Stevenson）で経験を積んだ人物であった . 彼

は , 日本において灯台建設以外の土木事業にも従

事したが , とくに灯台については建設するだけ

でなく , 日本全国の沿岸測量も実施し , 総合的な

灯台計画を策定した . 彼が計画し , 建設に携わっ

た灯台は , 約８年間の日本での任期中 , 日本初の

洋式灯台である観音埼灯台（神奈川県横須賀市 , 

1869 年初点）をはじめ , 合計 26 基に上る . これ

らの灯台は , その後の日本の航路の安全の礎を築

き , 日本の近代化を象徴する存在となったことは

明らかであり , その功績から , 「日本の灯台の父」

と称されている . 彼の日本での功績やスコットラ

ンドからの視点での考察等については , 後述のリ

チャード・ヘンリー・ブラントン研究者であるジェ

フ・グールニック（Dr Geoff Goolnik）博士か

らの寄稿（p.60 ～ 67）で紹介する . 

　当時の日本政府は , ブラントンを介して , ス

ティーブンソン事務所に多くの灯台の設計図や , 

フレネルレンズをはじめとする最新の光源機器 , 

霧笛などの設備の発注を行っていた . またスコッ

トランドの優れた建造技術と運用技術は , 仕様書

や基準類等を通じて日本の灯台システムの礎を築

くことにもなった . 彼を介して , 遠隔地から専門

48　　  海と灯台学ジャーナル｜ vol.1, 2026



スコットランドと日本－灯台がつなぐ絆

的な技術指導と資材供給を受けられたことは , 当

時の日本政府にとって極めて幸運なことであっ

た . 同時に , 彼は単に灯台を建設しただけでなく , 

その過程で日本の技術者を育成し , 技術移転にも

貢献した . 灯台の設計 , 建設 , 運用 , 保守に至る

まで , スコットランド式の先進技術を日本の技術

者に惜しみなく指導したことが , 彼を「日本の灯

台の父」たらしめたものと考えられる . 例えば , 

灯台の基礎工事においては , 厳しい海洋条件に耐

えうる堅固な石造技術や , 潮流計算 , 耐震性を考

慮した日本の地域特性を考慮した設計手法などが

伝授された . また , 当時最新鋭であったフレネル

レンズの構造や運用方法 , 灯台内部の機械装置の

操作・保守についても , 詳細な指導が行われた . 

これらは , 日本の技術力の向上に非常に大きな役

割を果たした . さらに , 多くの日本人技術者や現

場を共にした職人たちが , 彼の指導のもとで実地

経験を積み重ね , やがて日本人が自力で灯台を建

設・管理・運用できるまでになった . 

　スコットランド国立図書館 (National Library 

of Scotland) 及びスコットランド国立公文書館

（National Records of Scotland）には , ブラン

トンを介した , スティーブンソン事務所と当時の

日本政府とのやりとりの記録が多数残されてお

り , 日本の灯台の萌芽期における貴重な協力関係

の証として , 重要な史料となっている . 

今後の連携に向けて

　日本とスコットランドの灯台を介した歴史的な

絆は , 単なる過去の遺産に留まらず , 未来に向け

た新たな連携の可能性を秘めている . この強固な

基盤の上に , 両国がそれぞれの強みを活かし , ど

のような形で協力関係を深化させていけるのか , 

今後の連携の可能性について考察してみたい . 

　日本にはブラントンが建設・関与した灯台が多

数現存しており , これらは彼が学んだスティーブ

ンソン事務所が , スコットランドに築いた多数の

灯台と共通性を有しており , 密接な関係を有して

いる . 

　とくに近年では , 犬吠埼灯台とマル・オブ・ギャ

ロウェイ（Mull of Galloway）灯台との世界初

の姉妹灯台提携に端を発し , 日本の関係者や研究

者がスコットランドにある灯台を相互訪問する動

きも始まった . 

　また , スコットランド灯台博物館においては , 

日本との灯台交流に関する新たな展示も検討され

ており , さらなるきっかけとなることが期待され

る . 

　今後は , 歴史的なつながりを基礎としつつ , 本

誌のタイトルにもある「海と灯台学」という視点

から専門家同士が互いの灯台を調査訪問し合う学

術交流 , 航路標識としての灯台の運用・管理とと

もに地域コミュニティとの協働に目を向けるため

の実務者同士の国際交流 , 灯台そのものは無人化

してしまった現代において , いかに地域資源とし

て活用していくのか , 互いの知見を共有し , 歴史

的・文化的魅力から保全と活用に向けた地域住民

レベルでの交流も期待される . 

おわりに

　本稿では , スコットランドの概要から , 当地に

おける灯台の歴史と現況 , そして現代の灯台の保

全と活用の状況を概観するとともに , お雇い外国

人技師をはじめとしてスコットランドの技術が , 

いかにして日本の近代灯台建設に貢献したかとい

う , 両国の灯台を通じた技術的・文化的なつなが

りに焦点を当てた .  

　現在 , スコットランドでは NLB が航路標識の

管理を一手に担い , その運用は自動化され , 歴史

的建造物としての灯台は地域に活用され , NLB

も積極的に支援している . 日本においても , 航路

標識の管理を一手に担う海上保安庁が , 燈光会や

地域等とも協力し , 「のぼれる灯台」「燈の守り人」

「姉妹灯台提携」等の積極的な動きを見せており , 

今後が期待されるところである . 

　スコットランドと日本との歴史的な絆は , 未来

に向けて大きな可能性を秘めており , 今回の特集

が , 両国の灯台交流のさらなる発展と , 相互理解

の深化に寄与することを心から願っている . 

　なお , 本稿は執筆者個人の見解に基づくもので

あり , 所属組織を代表するものではないことを申

し添える . 
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